EMS処理による大麦の人為突然変異に関する研究 第4報 数種の矮性遺伝子の作用およびそれら矮性遺伝子の渦性遺伝子との働きあい by 小西, 猛朗

































手法 品講義弘 系統の媛性以外の特徴T理念務 減税
dWl E. 251 極細稗・疎穂 細稗・疎穂
dω2 Ea 238 中穂・中芭 中穂・中芭
dWa E. 235 短穂・短を 疎穂・短吉
dw， E. 124 旬旬・細粒 術創・細粒
dW5 Ea 244 極 密 穂 極 密 穂
dWe E. 88 長吉・少けつ 少 け ペコ
dW7 E.263 極 短 t やや短在
事・ーー~-----噌・ー司._--.-ー・・・ー-ー..・・・・司・--ー -ー-ー.ー・ー -.--ー _--ー -ー--ー・・・ー・.
Dw ~ 赤神力 (原品種・渦赤神力〉 (並赤神力〉
~ Dwは d的 -d:ω，のいずれに対しても優性。
↑ 渦性系統は渦赤神力と，並性系統は並赤神力と対比しての特徴。
各系統は1区あたり 30粒ずつを幅 90cmの畦に， 9cmx9cmの2条千鳥に催芽播し





































































































































自由度 穂 長 小穂段数 穂 密底
施肥量 (T) 2 2.67 - 3.持
系 統てめ 15 567.19紳 60. 37** 840. 28紳
7 682.35・ 82.97** 1，158.17** 
1 2，950.83帥 84.12** 3，257.08** 





、 7 111.52・$ 24.37** 
時吋叫・・・.....・“・...引・・・... . ...~.....・・・・・・・h・・・・・・ ・・・・・・・ ・...・・・・・・ ・・・・・・~........ ......... ............ ・・・・・・・・・
177.12** 
SxT 30 1.87* 1.59* 1.42 
14 2.51・ 2.53・
2 1.77 3.69・
14 1. 25 1.61 
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D.世長および出穂期と1株穂数
要 因 自由度 芭 長
施肥量くT) 2 1.06 



























第 3表 並媛性系統 (dWiUz)および渦赤神力 (Dωuz)と
並赤神力 (DwUz)の特性S
系統名 稗(cm長) 伸節間長散 穂(cm長) 主要 穂(m密m度〕 世(cm長〉 出(月穏日期〕 穂1橡数
dWI Uz 74.7 6.03 7.27 25.0 3.02 12.62 5.11 16. 7 
dW2 Uz 79.4 6.04 7.22 25.0 2.98 12.76 5. 3 12.0 
dw. Uz 回.3 6.63 6.09 28.2 2.23 8.42 5. 4 10.8 
dw. Uz 84. 1 6.39 7.29 26.3 2.81 11.88 5.16 10.9 
dW$ Uz 90.7 6.03 2.47 25.6 0.98 11.21 5. 5 13.5 
dWe Uz 1∞.9 6.24 5.卸 23.1 2.52 12.69 5. 7 8.6 
dWT Uz 104.2 6. 13 6.01 26.6 2.27 10.87 5. 3 1.2 
-ー・ ・・ー.，..，.‘・噌圃・ー.・ー・ー-・ー..... ....ー・.......‘ー・・・ ・・.......ー・......・ー..・ー.....司....肉.....冒・..・・...・ e・
ω.7 6.28 4.70 25.8 1.脇 6.81 5. 2 11.2 
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(DwUz-dwUz)ー (Dwuz-dwuz2_x 100 (%) 
Dw Uz 
ここに DωUz，d:ωUz， Dwuz. d:伽4Zはそれぞれ並赤神力，並媛性系統，渦赤神力およ
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び渦緩性系統の値である.もし，緩性遺伝子と渦性遺伝子との働きあいがなく，両者が相



























































































































S媛性遺伝子と渦性遺伝子との働きあいの程度=(伽，Uz-dwUt:)ー CD脚 z-d仰 Z!Xl∞C%)
DwUz 
〈詳しくは本文参照).














穂奮l支 % を長 q.: 
020 40ω80 1ω0204060ω1ω 
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稗 /》戸=Zi闘力 量区における稗長の変異係数 C.V.(広〉守.'" を求め， Sin-1y'C.V. (克)変換して表
長
y ---ロ dlDS U わすことにした.ロ 第 5表は，上述の方法で求めた各系統
( ~~ -_._.竺霊 dlD' U. の稗長および節間長，穂長，小穂段数~ ・
の施肥量反応度を示したものである.ま
80ト .・'ー -・・..."一- た，第5図は稗長の平均値と施肥量反応、.ー' dlDl U. 
度との関係を図示したもので，横軸に平
均値を，縦軸に3施肥量条件下での標準



























I E m IV 
16.9 17.5 20.1 18.3 
8.5 11. 5 12.5 15.0 
8.1 8.9 12.3 13.6 
6.8 5.7 7.0 8.3 
12.4 12.3 11. 5 14.4 
10.6 12.9 13.2 14.2 
10.0 11. 2 12.5 13.2 
8. 9 10.8 13. 9 15. 9 

























































並赤神カ 12. .. ・4幽 U.
偏| ・ d日sU.
I ..... dtD3 U. .--_. ..渦赤神力 " 







































































































brachytic遺伝子と渦性遺伝子との間 (Takahashi& Hayashi 1956)や erectoides遺
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